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目然体験疑似体験（西田）

「体験をして心の変化 があったかどうかたしかめた い。ｊそん

な話からはじまった西田先生のお話．次に登場したのは、パナ

ナのキー ホルダーｒこのキー ホル ダー をよく観 察してくださ

い．」「み なさん がふ だ ん、どれ だけよく観察しているか確か

めます．」と、参加者に紙 を配り、バプ
ーナの切断画 のスケッチを

書か せ始めました．参加者 は必 死になって、
パ 才プ■の切 断面

を思い出しながら、絵の作成に悪戦苫闘．やっと完成した頃に、

その絵を見 ながら白 己紹介を始めました．始まって５分．この

時点で参加者の心はほぐれ始 めていました．

お次は５人で合作．答えあわせをして、パナナ の歴史にもふれ

ました．始まって１５分参加者の心は大ゆ れでした．

「いきなり、パナナ の断画図を描 いてくれといわ れて、心の変

化 はどうで すか？」「な いといったらう そになるでしょ．」「個

人で何かを体験するという ことも大事だけど、こうやってシェ

ア体験をすることが だいじなんで す．」そんな話から始まった

分科会でした。

ユニバーサルキやンプ事例発表（進藤）

次１こ元国立 赤城冑少年交流 の家職員 の進藤さんから、以前こ

こ 赤城で行 われたユ ニバ ーサ ルキャンプの事 例発表 が行 わ

れ まし た。

ユ ニバーサルキャンプは、以前 から行わ れてた「あったかぞ

く」というファミリーキャンプに「福祉」と「環境」の要素 を取り

入 れて完成しました。

つまり

あったか ぞく十福祉十環境＝ユニ バーサルキャンプ

という構図ができあがったのです．

第１回開催時には、前橋市社 協ポラセンとの 連枳で開催され、

年齢の差や障書の 有無にかかわらない「心のバリアフリー」を

目指し、障書児・家族３３名、ボランティア２６ 名が参加しました．

第２回で は、キャンプ協会 の「第５回認 知症高齢者キャンプ」と

タ イ ア ッ プ し、「Ｃａｍｐ Ｆｏｒ Ａｌ１」白 然 の 中 で、 み ん な が の ん ぴ

りと楽しみ ながら、多くの人とふ れあい、学 ぴ あうことを、趣

旨 と し て、高 齢 者１０名、コ「ｒ護 者２名、障 書 児、 家 族３４名、 ポ ラ ン

ティア４６名で開催されました．

成果としては、参加者に「障害や年 代をこえ た人人との関 わり

が生ま れたこと．」「目 分を受け入 れたもらえた喜 ぴを得られ

たこと．」「いききとした姿 が見られたこと」、ポランティアに

「たくさんの気付きや 学 ぴがあったこと」「相 手の立場になっ

て書え行動する態度が身に付いた こと．」「障害 や加齢に対 す

る理解 が深まったこと」などがあげれました．

「このキャンプこそが 本采 ある社会 の縮 図 でありノーマライ

ゼーションである．」

というお話で最 後を締めくくられました．

このキャンプは、翌年には、淡路で 開催され、能登 や埼玉な ど

各地に拡がりを 見せたそうです．

ＳＡＮｂｅスマイル キ桐ツプ 事 例 発 表（高橋）

スマイルキャンプは、「適 応指導教 室に通う 児童・生徒１こ豊か

な 白然体験を昧あ わせ、効果的な 教膏活動を行うこと」を目

的とし、ふりかえりを重視したキャンプで適応指導 教室と連擾

して行っています．

キャンプの形 は、ポランティア参 加者が主体的に参 加できる形

に年々 変化して いき、ボランティアの意識、参加者の姿勢も変

化していきました．キャンプやポラの意識 の変容についての説

明があり、最後に参加 者の具体 的な変容が、一人の少女 の事

例を基に報告されました．

●場所 研修室２

●参加者 ２了人

そ の少 女 は、何事１こも 消極 的 でし たが、１回 目 のキャンプ で

徐々 に心の開 放が見られ、２回目の キャンプでは、呼ぴか１づ
’に

対する反応 がよくなり、３回目に は目分から話しかげてくるよ

うに なり、４回 目には別の 参加者 のフォローや サポートしたり

できるようになったそうで す．

白然 体験、人との関 わりが彼 女の心に大きな影響を与えたよ

う で す．

自然が開《心の扉（細田）

細田さんは、アスペルガー 症候群（高機能広汎性発 達障害）で

ある可能性 が高 いそうで す．細 田さん目 身 が、どのような世

界を 行き、どのよう に生きて きたのか 話をしてくださいまし

た．

細田さんは、幼い頃 は、指 示 が出な いと行 動が できない少年

でした．言われて初め て、やって いいということを理解できた

そ う で す．

１年生まではとても活発 な少年でしたが、２年生のとき１こ、人へ

の興 味が無くなり、会話をしなくなりました．

目分の世 界の申を生きるように なったので す．心 配した親 が

医者に連れて 行くと、アスペルガ ー症候群の 可能性が高 いと

いう診 断が出ました．小学 時代には、難しい性格からいじめに

もあい、暴カ 的にもなりました．しかし、申学 時代にはいじめも

なくなり、中高時 代にはふ つうに過ごせたのようです。

そして再 ぴ高 校の後半 から二 十歳ぐらいまでは、すさんだ生

活を 送りま す・そして、その頃 環境教膏との出会い がありまし

た．自 分の興味のあ る大 学にも入 学しました．大 学時代には、

富山 の草刈十 字軍で活 躍しました．

そして、そこでできた仲間との別 れの体験 が細田さんの心に

大きな影響を与えたのです．そ れまで自分の世 界を生きてい

た細 田さんが 人に興 味を持つようになったのです．人に興味

を持つように なった 細田さん は、東京にある身近 な自 然を守

ろうとする人達と関 わるようになりました．大学３年の時には

草刈十 字軍の隊長になりました．しかし、そこで大きな 挫折を


